
女
性
セ
ン
タ
ー
祭
り
開
催
さ
る  

状
の
展
示
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
紹
介
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
や
シ
ニ
ア
講
座
チ
ラ
シ
、
楽
習
会
年

間
活
動
計
画
な
ど
を
準
備
し
、
資
料
に
つ

い
て
は
自
由
に
持
ち
帰
り
い
た
だ
い
た
。 

今
年
は
、
ブ
ー
ス
が
体
育
館
の
入
り
口

近
く
の
目
に
つ
く
場
所
で
も
あ
り
、
立
ち

止
ま
る
来
訪
者
も
多
か
っ
た
。
丁
寧
な
説

明
に
努
め
、
仲
間
と
し
て
の
活
動
を
お
薦

め
し
た
の
で
、
今
後
さ
ら
に
活
動
の
仲
間

が
増
え
る
こ
と
を
期
待
し
た
い
。 

 

「
出
会
い
ふ
れ
あ
い
楽
し
い
広
場
」
を 

テ
ー
マ
に
10
月
20
日
、
２
０
１
８
女
性
セ 

ン
タ
ー
祭
り
が
開
催
さ
れ
た
。 

好
天
の
中
、
副
市
長
、
市
会
議
員
出
席

の
も
と
開
会
式
が
女
性
セ
ン
タ
ー
体
育
館

で
行
わ
れ
た
。
多
賀
中
吹
奏
学
部
の
フ
ァ

ン
フ
ァ
ー
レ
に
よ
り
会
場
が
一
気
に
盛
り

上
が
り
、
主
催
者
、
来
賓
の
挨
拶
に
引
き

続
き
、
女
性
セ
ン
タ
ー
友
の
会
自
主
グ
ル

ー
プ
の
発
表
へ
と
移
っ
た
。
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
会

員
も
活
躍
す
る
ケ
ー
ナ
の
会
も
、
見
事
に

日
ご
ろ
の
練
習
成
果
を
披
露
し
た
。 

 
 

 

Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
は
、
友
の
会
の
一
員
と
し

て
、
例
年
ど
お
り
パ
ネ
ル
に
よ
る
展
示
発

表
に
参
加
。
展
示
場
所
は
体
育
館
で
「
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
全
体
像
」
「
シ
ニ
ア
講
座
」
「
楽

習
会
」「
自
主
グ
ル
ー
プ
活
動
」
の
４
枚
の

パ
ネ
ル
で
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
を
そ
れ
ぞ
れ
詳
し

く
紹
介
し
た
。
そ
の
他
、
グ
ル
ー
プ
・
ピ

ニ
オ
ン
や
J
＆
B
活
動
で
受
賞
し
た
賞

 

  

社
協
か
ら
の
依
頼
に
よ
り
、
Ｊ-

ｎ
ｅ
ｔ
の
４
人
と
茨
城
キ
リ
ス
ト
教

大
学
生
で
、
８
月
24
日
に
デ
イ
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
に
て
夏
祭
り
の
お
手

伝
い
を
し
た
。
小
澤
さ
ん
、
山
田
さ

ん
は
昨
年
か
ら
、
山
中
さ
ん
は
初
め

て
の
参
加
。
か
き
氷
や
ス
ナ
ッ
ク
類

の
サ
ー
ビ
ス
・
ヨ
ー
ヨ
ー
釣
り
・
金

魚
釣
り
の
お
世
話
な
ど
を
行
っ
た
。 

ゲ
ス
ト
の
バ
ン
ド
に
合
わ
せ
て
懐

か
し
の
歌
を
全
員
で
合
唱
し
、
楽
し

い
ひ
と
時
を
過
ご
し
、
利
用
者
か
ら

感
謝
も
さ
れ
た
。
い
ず
れ
は
私
た
ち

も
お
世
話
に
な
る
か
も
知
れ
な
い
デ 

 
 

 
 

 
 

 
 

イ
サ
ー
ビ
ス
。 

地
域
へ
の
貢 

献
と
い
う
思 

い
で
、
今
後 

も
積
極
的
に 

お
手
伝
い
し 

 

た
い
と
思
う
。 

(

濱 

高
廣
） 

 
 

 
 

 
 
 

 
 
 

 
 

 
 

受講者、豊田社協事務局長と講座スタッフ 

終
了
し
た
。
定
年
後
も
働
く
人
が
増
え
た

こ
と
や
、
シ
ニ
ア
向
け
の
講
座
が
他
で
も

行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
な
ど
の
影
響

か
ら
か
、
受
講
者
を
集
め
る
の
に
苦
労
し

た
が
、
14
人
の
方
た
ち
が
受
講
し
、
５

カ
月
間
10
回
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
修
了

し
た
。
修
了
時
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
「
基

調
講
演
が
今
後
の
生
き
方
に
役
に
立
っ

た
」
「
地
域
の
魅
力
再
発
見
講
座
は
楽
し

か
っ
た
」
な
ど
の
感
想
の
他
、
老
後
資
金

の
話
や
地
域
活
性
化
の
具
体
的
取
り
組

み
例
も
聞
き
た
か
っ
た
と
い
う
要
望
も

あ
り
、
講
座
内
容
を
決
め
る
難
し
さ
を
痛

感
し
て
い
る
。
修
了
者
か
ら
は
２
人
が
Ｊ

-

ｎ
ｅ
ｔ
に
入
会
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。 

 

充
実
し
た
シ
ニ
ア
ラ
イ
フ
を
過
ご
し

た
い
と
思
っ
て
い
る
方
た
ち
に
魅
力
あ

る
講
座
を
提
供
で
き
る
よ
う
、
今
後
に
向

け
ス
タ
ッ
フ
一
同
知
恵
を
出
し
合
っ
て
、

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
再
検
討
を
し
た
い
と

思
っ
て
い
る
。 

 

９
月
26
日
の
閉
講
式
を
以
っ
て
、
今

年
度
の
シ
ニ
ア
地
域
活
動
入
門
講
座
が

10
月
17
日
に 

開
催
さ
れ
た 

茨
城
県
社
会 

福
祉
大
会
に 

お
い
て
、
社
会 

福
祉
功
労
者 

と
し
て
県
知 

事
表
彰
を
受 

け
た
。
当
グ
ル 

女
性
セ
ン
タ
ー
祭
り
開
催
さ
れ
る  

 

J-net ブース
来訪者に 

説明する代表 

ケ ー ナ の 会
の楽しい演奏 
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平
成
30

年
度  

シ
ニ
ア
地
域
活
動
入
門
講
座
終
了 

熟年ネット・ひたち  

Ｊ
＆
Ｂ
グ
ル
ー
プ 

県
知
事
表
彰
を
受
け
る 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
で 

夏
祭
り
の
お
手
伝
い 

ー
プ
は
、
平
成
18
年
７
月
に
発
足
、

日
立
市
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
の
一

つ
で
あ
る
「
お
も
ち
ゃ
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
る
。
現

在
会
員
は
18
人
、
毎
週
火
曜
日
、
２

～
３
人
単
位
の
交
替
制
で
活
動
し
て

い
る
。
白
土
代
表
は
「
お
も
ち
ゃ
の

出
し
入
れ
、
見
守
り
な
ど
、
地
道
な

活
動
を
続
け
て
き
た
こ
と
が
評
価
さ

れ
、
み
ん
な
で
喜
び
合
っ
た
。
こ
の

受
賞
を
契
機
に
更
に
福
祉
向
上
に
精

進
し
た
い
」
と
語
っ
て
い
る
。 
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「会瀬青少年の家」の屋外炊飯場で、夏季交流会｢バ

ーベキュー」を実施した。 

山本幹事の挨拶、担当紹介、諸注意事項の伝達後、

班編成もスムーズに進み、鈴木(敏)チーフシェフから

本日の献立説明を受けた。女性陣の奮闘により手際よ

く料理の準備が進み、予定通りの献立(BBQ・うどん)が

できた。 

小池さんの乾杯の音 

頭で会食、懇親会がス 

タート。特設ステージ 

では、ケーナ、オカリ 

ナの演奏に合わせ、全 

員でナツメロ(6 曲)を 

合唱した。最後のビン 

ゴケームでは、和気あいあいのうちに楽しい交流・親

睦を深めることができた。  参加者 26人 (井上 和美） 

日鉱記念館事務主任・佐藤博一氏を講師に、映画の

中身の基礎知識をつける目的で、主な登場人物７人の

紹介と、その業績や人間像及び大煙突についてお話い

ただいた。経営・生鉱吹き精錬開発・煙害処理負担、

補償・煙害対策実験と大島桜移植、大煙突設計施工な

どを日立鉱山側の若い６人が各々分担し、煙害対策を成

就。残り１人の関右馬允は、23 歳で住民代表として鉱

山側との太いパイプ役を務め煙害解決に尽力。 

日立大煙突は米国のＧ・フォールズを5ft抜いた511ft

(155.7ｍ)の高さで当時世界一、1915 年竣工。 

今後日立の発 

展は、若い人の 

力を発揮しやす 

い環境を整える 

事であると強調 

して講演を締め 

くくられた。  

参加者 60人（うち、会員外 33人）    (湯澤 昭一）

 

夏季交流会             （７/26） 

昨年好評だった「ヒマナスターズ」をお招きして水

木交流センターで開催した。 

第１部で「オカリナハート」、第２部で「笛の会」

がそれぞれ３曲ずつ演奏、第３部では「ヒマナスター

ズ」の演奏で、マヒナスターズの名曲「夜霧のエアー

ターミナル」からスタートした。「ともしび、かあさ

んの歌」など、みんなが知っている歌に懐かしみなが

ら、思い出の名曲を演奏に合わせて 10曲を大合唱した。 

最後は「泣か 

ないで」の演 

奏に、大拍手 

と共にアンコ 

ールの声が上 

がった。 

昨年を上回 

る参加者で盛 

り上がり、大いに楽しむことができた。 

参加者 81人 (うち、会員外 45人)  (山本 三男） 

昨年の講座に続き塚本講師に応用編をお願いした。 

時の流れは、貯蓄から資産形成に移り変わっているこ

とを、講師の豊富な知識から我々にも理解できるよう

に纏めた資料を準備され、分かりやすく話していただ

いた。詳しくお伝えしたいこととして、金利や為替、

日本経済のグローバル化などを中心に解説され、次の

世代に役立てば幸いと主張された。 

受講した 

会員は、消 

費者クイズ 

や金利計算 

に取り組み、 

資産形成の 

参考に役立 

てたと考え 

ます。       参加者 33 人    (佐藤 一男) 

今年度の一泊懇親旅行は、土出温泉・ 尾瀬岩鞍リゾ

ートホテルの送迎付きバスでの旅行を実施した。 

日立駅を定刻に出発。日立南太田 IC より一路目的地

に向かう。常磐・北関東・東北・関越道と車を進め、

赤城高原 SA で各自昼食。最初の見学地、花寺として知

られる清龍山吉祥寺で秋の花々を鑑賞。次の見学地、

「東洋のナイアガラ」と称されている「吹割の滝」遊

歩道散策後、宿泊ホテルへ向かう。尾瀬岩鞍リゾート

ホテルに到着後、美肌効果のある温泉にゆっくりと入

り、楽しく宴会を過ごし１日目を終了。 

翌日の観光では、日光戦場ヶ原展望台で休憩、竜頭 

歌声喫茶                （８/23） 

一泊懇親旅行 (尾瀬岩鞍リゾートホテル)          （９/27） 

ある町の高い煙突          （9/13） 

財布に優しい暮らし(応用編)  （10/11） 

の滝、中禅寺湖湖畔を眺めながら、日光東照宮へと道

を進めた。日光東照宮では平成の第四期修理により、

本殿、石の間、拝 

殿、陽明門の更新 

修理を終了した優 

雅な姿を見学する 

ことができた。 

今回も社会勉強 

ができ、有意義で 

親睦が図られたバ 

ス旅行だった。     参加者 22 人 (井上 和美) 
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９月は敬老の日にあたり、介護施設からの依頼が２

件ありました。15 日は田尻ヶ丘ヘルシーケア「祝寿の

会」で演奏、利用者とご家族約 150 人が聴いてくださ

いました。19 日には鮎川の萬春園を訪問。こちらで演

奏するのは初めてでしたが、皆さんオカリナに合わせ

大きな声で歌い、とても喜んでくださり、帰りには一

同握手攻め、うれしい訪問でした。   （畑山 和子） 
９月 14 日、子どもすくすくセンター主催の｢第６回

きらりんタイム｣で、子育て中のお母さんたちのオカリ

ナ体験指導を行いました。練習曲は「大きな栗の木の 

7 月 27 日、17 人の参加者で実施した河原子海岸清掃

後のサプライズとして、女性陣の協力で手作りアイス 

キャンデ－を海岸で

いただきました。当

日は早朝からの猛暑

で、コ－ヒ－味、オ

レンジ味、砂糖味果

物入りの手作りキャ

ンデーがおいしいと

好評でした。なお、 
秋山さんのお孫さんが飛び入り参加され、大いに盛り

上 
 
 

J ネット・オカリナハ－ト オカリナの体験指導 

久慈浜海岸で 10 月 20 日、日立市ボランティアグル

ープ連絡会主催のふれあいクリーンハイキングが行わ

れた。毎年恒例となっている行事で、今年もボランテ

ィア活動実践者や一般市民など、約 200 人が海岸の清

掃活動に汗を流した。清掃後、古房地公園に移動し、

喫茶サロン、キノコなどの即売、オカリナ演奏を楽し

んだ。ピニオンのオカリナ演奏メンバーによるミニコ

ン 
 

初夏の快晴の下 6月 9日、昨年の TV ドラマ「ひよっ

こ」の舞台、国登録文化財「旧町屋変電所」など歴史

と自然を味わうウォーク会に 14 人が参加。集合場所で

「河内の文化遺産を守る会」会長の説明あり、いざス

タート。発電所跡の樹林を抜け、黒磯岳の断崖「黒磯

バッケ」の景観に見入る。旧鎌倉街道の太郎坂から蛇

行する里川に沿い、登録有形文化財「なかばし」「不動

尊」そして潜り橋の「地徳橋」などで水音を聴きなが

ら一服の涼。町屋唯一の醸造元檜山酒造で日本酒やワ

インを求める。次いで日本武尊を祀る「吉田神社」へ。

樹齢 450 年、周囲 5ｍ、高さ 30ｍの御神木を見上げ参

拝。「町屋宿通り」を周回してゴールの｢旧町屋変電所｣

 

グル－プ・ピニオン クリ－ンハイキングに参加 

ウオ－ク会     「ひよっこ」の里を巡る 

恒例のおもちゃライブラリーの「夏まつり」を８月

21 日、福祉プラザ大会議室で開催した。子どもたちは

マットの中央においたビニール片を、一斉に投げ飛ば

して大歓声。白土さんの新ネタのマジックには不思議

がり、驚いたり、興味津々。また、スタッフ手作りの

７種類のおもちゃでは、乳幼児が飽きずに何度も挑戦

していた。友だちや親子で一緒に遊べるので、会話も

弾み、既製品では得られない手作りのいろいろなおも

ちゃに興味を示していた。当日は｢ふくしチャレンジス 健康麻雀同好会が正式に発足しました。会の名称は

「すずめ倶楽部」です。麻雀未経験の女性４人を含め

て現在９人の会員が参加しています。月額 500 円の会

費で、例会は毎月第３月曜日 13 時から 16 時に平和通

りの「いこいの広場」を借り切って行います。同時に

３卓を囲むことが可能ですので、参加を希望される方

は、代表連絡役の鈴木百合子さんまでご一報ください。

未経験の方の参加も歓迎します。    （濱 高廣） 

J&B グル－プ  笑顔があふれた夏祭り 

河原子海岸清掃グル－プ  私は溶けています 

同好会だより  健康麻雀同好会が正式に発足 

下で」。若いお母さんたち

は新鮮なパワーと感の良

さで短時間で曲を仕上げ、

子どもたちの前で堂々と

演奏、拍手喝采でした。

（小林 美津江） 

上がりました。小学生です

が海岸清掃の意味を分かっ

ており、ポイ捨てをしては

いけないことを活動を通し

て身につけてくれたでしょ

う。    （小林 信幸）

 

ンサートでは､秋の歌

や「日立音頭」「日立市

民の歌｣などを演奏し､

オカリナの音色と共に

参加者の歌声が秋空に

広がった。（畑山 和子）

クール｣を受講してい

る小学生も加わり､会

場いっぱいに明るい笑

顔が広がっている様子

を JWAY が取材し、後日

放映された。 
   （山中 かよ子）

 

へ。里川の水音を聴

きながら大きな胡

桃の木陰で昼食。

“空気が美味く大

いに自然を満喫し

た約５Km、2.5 時間

でした。  
    （中﨑 修）
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小豆畑 安男さん

（西成沢町） 
 

安斎 宗四郎さん

（東大沼町） 
泉 俊明さん 
（鮎川町） 

前田 澄子さん 
（台原町） 

【編集後記】 猛暑、豪雨、台風と各地で災害に見舞われたこの夏。

10 月に入ると一気に秋が深まり、紅葉の便りも北から南下、県北の

名所はこれからである。ビッグイベントの「１泊懇親旅行」が多く

の参加で実施され、渓谷や滝、日光東照宮と、盛り沢山の観光で大

いに懇親を深めることができた。一方で、シニア講座を終え、新た

な仲間が J-net に加わった。活躍を期待したい。 

 年度も後半に入り、年末から新年へ残る行事に万障繰り合わせ、

多数の出席で盛り上げていきたい。         （編集子）

楽 習 会  （11～1 月） 
 

 

 

数年前から新たに二つの事にチャレンジしている。

一つは偶然に友人に誘われ「写真五七五」に参加した。

自分で撮った写真に句を作り、パソコンソフトで文字

入れをする。入社したての頃に何年か俳句を経験して

以来、数十年振りの俳句との再会となった。参加の動

機は「俳句と写真との融合」という新しい表現スタイ

ルに惹かれたことである。   

 デジカメで四季折々の日本の風景や人々の営み等を

写し取り、その写真に向き合い五七五で表現すること

に楽しみを見つけた。俳句でも川柳でも、五七五なら

良いとし、季語だのと難しい制約はなしである。 

毎月 1回参加してみると、通常の句会と違い選者や

講師もいなく、参加者が気軽に感想や添削を言い合う。

この「緩やかな句会」という形式も初心者には入り易

いと感じた。句会後の昼食と懇談のひとときも楽しい。

「写真俳句」はインターネット上にも多くの投稿サ

イトがあり、楽しみであり又参考にもなる。 

二つ目はテニスである。こちらも多少の経験はあっ

たが、初心者用のラケット、シューズ等を揃えての再

挑戦である。ジョギングはもとよりウォーキングさえ

長続きしない中で、シニア向け講習を受けた後、池の

川コートを拠点にするシニアのサークルに入会した。

週に２、３回、午後の時間帯に１日１コイン(100 円)

でテニスを楽しめる。基礎練習なしで、いきなりペア

を決めての実戦形式が特徴で、毎回 10数名が集まる。

１年位はなかなか付いていけなかっ 

たが最近ようやく慣れ、テニスの面 

白さが分かってきた。 

 脳と心身の両面の活性化で健康年 

齢の維持へ挑戦を続けていきたい。 

 
 〜 健康年齢への挑戦 〜  長谷川 孝 月/日 楽習テーマ 内  容 場 所 

11/22 
地域包括支援セ 
ンターについて 

活動内容について皆
で学びましょう 

女性 
センター 

12/６ 
常陸那珂火力発 
電所見学 

最新鋭の火力発電所を
目で確かめよう 東海村 

12/20 年末交流会 １年を振り返り、交流
を深めよう 

シビック 
センター 

１/10 
新春を和で 
寿ぐ 

落語と演奏など、新
春に相応しい出し物 共楽館 

１/24 井戸端会議 (4) 次年度の楽習会の 
テーマについて 

女性 
センター 

 

８月 １） 市内施設巡り、ＢＢＱ決算報告あり 了承 
 ２） ＢＢＱに対しメニュー、場所などに要望あ 
  り：次回の担当に引き継ぐ 
９月 １） 12/６那珂火力発電所見学のバス代補助の件 

：30％とする 
 ２) 一斉メール配信時の留意点 添付資料付き 
  の時は、特に携帯メールで配信不可の場合 
  あり、注意要 
10 月 １） 一泊懇親旅行の決算報告あり：了承 
 ２） 楽習会行事費補助について明確でない部分 
  がある：役員会で検討、再提案する 

 リレー随筆 

企 画 委 員 会 情 報  （８～10 月） 

★ 新 入 会 員 紹 介 ★ 

みなさん どうぞよろしくお願いします 
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西日本豪雨災害被災地への 
義援金募金御礼 

義援金の募金に多数の方にご協力いた 
だき、ありがとうございました。 
 募金総額の 26,800 円は 9月 18 日に、 
「平成 30年７月豪雨災害義援金」として

中央共同募金会に納めました。 
 一日も早い復興をお祈りします。  

審議事項の主なものを掲載します 

（昨年度入会済） 


